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理想のライフスタイルを提案するために、
まず私たちがお客様・社会に提供できることを
見つめなおす。

新型コロナウイルスの影響が依然として続いており、多くの人が長い時間を自宅で過ごす

機会が増え、自分のスタイルに見合った良い住環境への関心が一層高まっています。創業

以来、それまで世の中になかったサービス、工法、ソリューションを生み出し、リノベーション

市場を創造してきた私たちインテリックスにとって、このような住まいに対する要求の

高まりは追い風だと考えています。

しかしこのような注目市場に対し、流行に乗って新たに参入する企業も増えています。

単身者からファミリー層まで、多岐にわたるお客様に対して、他社とは違う私たちの強みや

想いを共感していただくために、「私たちはお客様にどんな価値を提供したいのか」、

「その価値が当社にしか提供できないものなのか」、というこれからの会社の在り方を考え

る部門横断プロジェクトチームを立ち上げ、議論を重ねてきました。そして2021年7月に

新たな理念体系としてMISSION（ミッション）・VISION（ビジョン）・VALUE（バリュー）を

策定し発表することができました。

この新理念体系は全社一丸となってカタチにした、私たちインテリックスの決意表明

です。「つぎの価値を測る。」をスローガンに、私たちの強みを活かし経営基盤をより強固

にしながら様々な新しいチャレンジの種を撒き、未来を見据えて「つぎの価値」を測

り続けていきます。 ［ 新理念体系の詳細説明は ▶ 特集1（P05～06） ］

Measure new life

Sustainable

理想の企業づくりは理念の共有と共感から

私たちインテリックスは、そこに住む人が心から人生を楽しめ

る住まいづくりのために、まだ社会に存在しない新たな価値を

創造し、実現する力を高めていきます。

リノベーションの力で、

さらに「つぎの時代の価値」を測り、

新生活様式の課題を解決する

代表取締役社長　俊成誠司

新型コロナウイルス感染拡大の影響について

リノベーション事業分野

ソリューション事業分野

長引く新型コロナウイルスの感染拡大の影響につきましては、当社グループの中古マンション再
生流通事業（リノヴェックスマンション事業）において、現段階では限定的であると想定しています。
ホテル等宿泊事業におきましては、長期にわたり稼働率が低い状況で推移しておりますが、今後も
不確定要素があるものの、ワクチン接種の普及拡大を経て緩やかに回復するものと考えています。

中古マンションの仕入れ環境は依然として厳しいものの、堅調な市場を背景として、期中仕入れの
強化により前期水準の販売件数1,400件を目指してまいります。また、他社との差別化戦略と
して、高断熱・高気密な省エネリノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」を採用したマンション
を発売いたします。

「リースバック安住売却〈あんばい〉」事業の仕入強化とともに、前期に引き続き不動産信託受益権
を積極的に活用することで計画的に収益化を図っていきたいと考えています。

今 後 の 見 通 し

当期における売上高は、410億74百万円（前期比8.5％増）となりました。また、営業利益

は21億70百万円（同95.8％増）、経常利益は19億26百万円（同154.3％増）および親

会社株主に帰属する当期純利益は11億27百万円（同116.0％増）となりました。

また、当期末の配当金につきましては、1株につき24円（年間35円）とさせていただきました。

各事業の概況につきましては、以下よりご報告させていただきます。

2021年5月期を振り返って

Top Message

サステナブル（持続可能）な
社会の実現に向けた取り組み。

私たちはリノベーション事業を主軸に、中長期的な視野に

立ったサステナブルな企業経営を目指しており、創立以来実

践してきた「住まいのサーキュラーエコノミー（循環経済）」の

ビジネスモデルをさらに強化していきます。

今年度は新たに環境・エネルギー・健康に配慮した省エネ

リノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」の積極展開、

つくる責任をさらに高めた業界初の最長20年のアフター

サービス保証制度の導入など、社会が抱える様々な課題

の解決に向けて経営資源を積極的に投入してまいります。
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これからのインテリックスグループはどこに向かうべきか、

そして、どのように行動していくべきか全社一丸となってカタチにしました。

これまで大切にしてきたSLOGAN（スローガン）「つぎの価値を測る。」とともに、

体系だった理念として位置づけた決意表明です。

一人ひとりが住まいや暮らしに求める夢や想いと、めまぐるしい勢いで変化していく社会と私たちが提供する商品・
サービス・技術をつなぎ、一人ひとりに寄り添った身近な幸せのカタチをつくっていきます。
そのために、私たちは日々お客様が求めていること、社会が求めていることを測り続けます。

リフォーム中心であった日本の中古住宅市場において、インテリックスはリノベーションという新たな価値を提案して
きました。今の時代に合った空間を創造し、そこで生活する人に豊かな生活を送って欲しいという願いこそが、リノベー
ションの目的であり、インテリックスの達成したい未来です。
リノベーションとは、既存の枠組みや概念を越えて新しい創造性のあるものを生み出すこと。インテリックスはこれからも
リノベーションという考え方をDNAとし、生活者とともに、一人ひとりの豊かな生活を実現することを目指します。

MISSION

未来を見据えて、さらにつぎの価値を測り続ける企業へ。

人と社会と新しい価値をつなぎ 、幸せをつくる

VISION

すべての人にリノベーションで豊かな生活を

つぎの価値を測る。

インテリックスのスペル “Intellex”には11の文字が隠れています。
「私たちはどのように行動していくべきか」、グループが大切にしていることを11の事項に集約し、社員一人ひとりが、
日々の業務を通して実践していきます。

VALUE　

SLOGAN

Inte11ex Mind

インテリックスグループの

MISSION・VISION・VALUE を策定しました 

すべての人に
リノベーションで

豊かな生活を

実現したい
未来

企業軸

従業員 シンボル化

つぎの価値を測る。

人と社会と
新しい価値をつなぎ、

幸せをつくる

Inte11ex Mind

MISSION

VISION

VALUE SLOGAN

顧客と共に創造します。

インテリックスが大切にしている11のこと

顧客
共創

良い商品、良いサービスを
シェアして拡げます。

シェア
（共有）

一つひとつ誠実に
まじめに取り組みます。

誠実

常に安心安全で
あることを心がけます。

安心
安全

チャレンジすることを楽しみ、
考え、行動し続けます。

挑戦

ものごとを多面的にとらえ、
問題解決を図ります。六面体

最新のテクノロジーや
サービスを常に
アップデートします。

アップ
デート

部署・立場を越え協力し、
たくさんの「ありがとう」を
生み出します。 

組織

変化に対応できる強さや
活力を持ち続けます。（レジリエンス）

地球環境や社会課題に
向き合い、未来を見据えて
行動します。

持続
可能性

業界や産業の発展のため
多様なパートナーと
共創します。

業界

しなやかさ
1

3

4

2

5

7

8

6

9

11

10
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リノベーションを通じてインテリックスが創業以来実践してきた、「住まいのサーキュラーエコノミー（循環経済）」。

つぎの時代の求めるサステナブルな豊かさを実現するため、強みを活かし、様々な取り組みを展開しています。

価値の再創出と循環を生み出すビジネスを通じて、これからもサステナブルな企業経営を実践していきます。

インテリックスでは、国連の提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現に賛同し、この
取り組みを推進するため、2021年6月、内閣府が設置した「地方創生SDGs官民連携プラット
フォーム」に参画いたしました。

・「地方創生SDGs官民連携プラットフォーム」に参画

環境に配慮したリノベーション・マンションの商品化プロセスを促進していくため、インテリックス空間設計は、リノベーションの内装工事

現場での廃棄物を再生利用し、さらに、従来使い捨てだった養生シートのリサイクル・リユース（再利用）化を実現するリサイクル養生

シートの導入を開始。リファインバース株式会社および同社子会社株式会社ジーエムエスとの協働により実現しました。

2015年に国連サミットで採択されたSDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）では、地球温暖化
をはじめ、深刻化する環境・社会問題の包括的な解決を目指して、2030年までに達成すべき国際社会共通の17の目標を
掲げ、世界的な意識の高まりを見せています。インテリックスは、これら課題の解決と企業価値の向上を目指して、7つの
ゴールに取り組みます。

リサイクル養生シート導入のプロセス

リサイクル養生シートの導入

インテリックスが
貢献していきたい
SDGs GOALS

新築住宅に比べ、省エネルギー化が進んでいない既存住宅。2020年10月に日本政府が発表した
「2050年カーボンニュートラル宣言」が大きな契機となり、今後、築年数の経過した住宅のリノベー
ションには、省エネ化の推進が必須になっていくと考えられます。

インテリックスがこのたび発売した高断熱・高気密な省エネリノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」
は、環境やエネルギーに配慮しながら、より快適で健康に暮らせる空間づくりを高水準で実現します。

企業ビジョン「すべての人にリノベーションで豊かな生活を」をカタチにしていく、インテリックスの

新たなチャレンジです。［ ECOCUBE（エコキューブ）について ▶ Ｐ09～Ｐ12 ］

・「ECOCUBE（エコキューブ）」を発売
環境と健康に配慮した省エネリノベーション

出典：「コンバージョン[計画・設計]マニュアル」松村秀一監修、『コンバージョンの資源循環型社会への貢献』佐藤考一／鈴木香菜子（エクスナレッジ）を基に当社作成

タイルカーペット廃棄 廃棄物処理 再生樹脂製造 リサイクル養生材製造 現場搬入・搬出
リユースサービス リサイクル養生材使用

回収・選別 リファインパウダー リファインシート 搬入・搬出・保管内装工事現場 内装工事現場

中古住宅を活用するリノベーションは、工事にかかる環境負担が少ないことが大きな特長です。

・建設と再生のCO2排出量比較（鉄筋コンクリート造の場合）

・築年数経過によるマンション価格推移イメージ

新築で購入
15年後

中古で購入
15年後

建替工事

再生工事

2,000

新築

50％

100％

15年 30年 築年数

4,000 6,000 8,000 10,000

単位：kg解体工事・廃棄物処理 新築工事

・Column・ そもそも「リノベーション」はなぜサステナブルな社会に役立つの？

9964.5

299.4

インテリックスが実践する
サーキュラーエコノミーとSDGsへの貢献

リユース
リサイクル

97%、約9.7t - CO2の削減

不動産の価値を再創出し、優良なストックとして次世代へ引き継ぐことができます。

リノベーション

リノベーションは快適な
暮らしを実現するだけでなく、
資産価値の目減りが少ない

環境に

配慮し
た

商品開
発！
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販売
件数

地方主要都市 首都圏

1,393件

1,441件

1,450件

1,187件

1,336件

2016期

2017期

2018期

2019期

2020期

2021期

472（34％） 921（66％）

609（42％） 832（58％）

723（49％） 727（51％）

612（52％） 575（48％）

734（55％） 602（45％）

1,420件
（前期比：6.3%増）

778（55％） 642（45％）

築年数の経過した中古マンションを、一般個人から一戸単位で取得し、最適なリノベーションを施した後、アフターサービス保証を付け、
不動産仲介会社を通じて一般のお客様に販売することで、中古住宅流通の促進を図っています。

個人や法人に向けて、快適で安心なリノベーション内装を提供。リノヴェックスマンション事業で培ってきたノウハウに加え、年間1,000戸
以上の施工実績に基づくスケールメリットにより、高い施工品質と良心的な価格、アフターサービス保証を提供しています。

・ リノベーション内装事業の売上高推移

2021年5月期は、首都圏・地方都市いずれも3期連続で販売件数を増やし、全体では前期比6.3％増の1,420件。

個人向けでは、業界に先駆けて全物件に導入していたアフターサービス保証をリニューアル。保証期間を

業界初の最長20年に延長し、さらに安心で快適なくらしを提供。［ 新アフターサービス保証 ▶ P15 ］

2022年5月期も堅調な市場が見込まれる。当社では、仕入の強化とともに、新商品の省エネルギーリノ

ベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」採用マンションの発売により、他社との差別化を図る。
［ ECOCUBE（エコキューブ） ▶ P09-12 ］

2021年5月期は、コロナ禍の影響により上期は苦戦したものの、下期から回復基調。2022年5月期は個人・

法人向けともに回復し、売上高15.2億円を見込む。

リノヴェックスマンション事業  （中古マンション再生流通事業）

リノベーション内装事業

※1 事業開始から2021年5月末までの累計　※2 保有期間180日超過の長期滞留物件を除く

2021年5月期（2020年6月~2021年5月） リノヴェックスマンション販売実績

平均販売価格

累計販売戸数 ※1

23,907戸

2,204万円

△84万円前 期 比

前 期 比 +84戸

前 期 比 △4日　

販売戸数

事業期間 ※2

1,420戸

107日

業界トップク
ラス

1

1

2

2

Pick up

Pick up

優良リノベーションの統一規格「R住宅」発行件数No.１を獲得！

築年数も工事規模も様々な既存住宅のリノベーションに一定の基準を設け、検査・工事・保証など統一規格を定めたのが

「適合リノベーション住宅（R住宅）」。一般社団法人リノベーション協議会が発行する、優良なリノベーション住宅の証明です。
インテリックスではR住宅を標準化しており、2020年度の「R住宅」の発行件数企業ランキングで１位※になりました。

※2021年6月24日（一社）リノベーション協議会発表資料より作成
R住宅は、住宅タイプ別に品質基準を設定。　●R1住宅：区分所有マンション専有部分　●R5住宅：戸建住宅

No 社 名 戸 数 主な事業種別 事業エリア

1 インテリックス 1,296 買取再販 全国

2 大京穴吹不動産 1,031 買取再販 全国

3 エフステージ 666 買取再販 首都圏

4 マイプレイス 531 買取再販 首都圏

5 ジャパンプライムムーバ 351 買取再販 首都圏

安心安全な住まいの提供に注力 保証制度の普及に向けて、
リノベーション業界をけん引

2009年～2021年
R1+R5住宅
累計発行件数

13,666戸

リノベーション事業分野
Renovation Business

2,000

1,500

1,000

500

0
2016期

1,051 1,022 1,141 1,171

1,439

2017期 2018期 2019期 2020期 2021期 2022期

（百万円）

1,307
1,520
予測
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不動産の資産価値を高めるため、リーシング、不動産管理をはじめ、リノベーション、開発に至るまで様々な選択肢を駆使して、資産と
しての不動産の最適化を図っています。オフィスビル、ホテル、新築マンション分譲など多岐にわたる不動産を提供しています。

アセット事業

2021年5月期は、販売用不動産である港区六本木の物件26億円を３月に売却、増収増益に大きく寄与。

ホテル「モンタン博多」「LANDABOUT東京」は、コロナ禍の影響で稼働率が低い状況が続くが、ワクチン

接種の普及拡大を経て、2023年期中での稼働率の正常化を想定。

1

2
Pick up

お客様の自宅等を当社が買取り、売却後も引き続き賃借人として住み続けることができるサービス。資金の使途に制限はなく、様々なニーズ
に不動産を活用していただけます。

都市部の大型不動産を小口にして所有しやすくした資産運用商品「アセットシェアリング」の販売・管理･運営を行う事業。不動産特定共同
事業法に基づき、リノベーション事業で蓄積したノウハウで資産価値の維持、向上を図り、長期での資産運用サービスを提供しています。

｜  アセットシェアリングシリーズの実績

リースバック事業における物件取得を、中長期視点での有効な仕入手法と位置づけ、テレビCMや各プロ

モーションを積極的に展開中。

2021年5月期は、アセットシェアリング・シリーズの三軒茶屋を完売、博多を償還。合計6シリーズが現在運用中。

2021年5月期は、取得してきたリースバック物件の一部を対象とした信託受益権を19．4億円で不動産ファンドに

譲渡。今後も、リースバック物件の取得進捗に合わせて流動化を図ることで、収益化とオフバランス化を推進。

リースバック事業

アセットシェアリング事業

Line
up 

1

2
Pick up

Pick up

シェアハウス
8億円／800口

原宿
運用中 運用中 運用中 運用中 運用中 運用終了 運用中

横濱元町 渋谷青山 北千住駅前 京町家Ⅰ 博多 三軒茶屋

商業施設
10.5億円／1,050口

商業ビル
12.5億円／1,250口

ビジネスホテル
19億円／1,900口

旅館
4.8億円／480口

ホテル・レジデンス
15億円／1,500口

店舗・共同住宅
6億円／600口

2020年12月
完 売

2021年5月
償 還

好循環
サイクル

物件保有
賃貸収益

流動化
譲渡益

オフバラ化
財務体質の
向上

積極的な
物件取得

POINT!

リースバックでの取得物件を流動化させ、

好循環サイクルを創出

リースバック物件

信託受益権を譲渡

合同会社あんばいLB1号
不動産ファンド

・対象物件数：68件 ・譲渡価格：19.4億円

intellex

ソリューション事業分野
Real Estate Solution Business

［   リノベーションで社会課題を解決する体制の拡充   ］　　

すべての人にリノベーションで豊かな生活を

リノベーション事業分野では、仕入強化だけでなく、新商品の省エネリノベーション「ECOCUBE（エコキューブ）」を拡げ、

圧倒的な差別化を目指します。また、ソリューション事業分野を拡大することで、ストック収益とフロー収益の安定化を図

ります。事業現場を支えるコーポレート部門では、現場力とデータ分析を融合した経営を行い、今後の商品開発や、ソリュー

ション事業分野の拡大を促進します。

時代が大きく変わろうとしている現在、一企業が社会に求められる役割も変化しつつあります。インテリックスは、従来の枠組みにとら
われず、リノベーションを再定義し、より豊かな社会を実現できるようなサービスを提供していきます。

エコキューブ

リノヴェックス

エリアリノベーション

LANDABOUT

京町家再生

リースバック低炭素社会を実現するための住生活

新しい時代の価値観や個人の嗜好に合った住空間

人口減による社会インフラ、
残すべき文化財老朽化への解決策

“豊かな”社会空間
Social Space

“豊かな”個人住宅
Private Space

地球環境
Global environment

リノベーション事業分野

コーポレート部門

保証制度

安心の
長期保証

ECOCUBE
etc.

他社物件の
工事請負

協議会を
率先けん引

商品開発 他社連携 業界団体

ソリューション事業分野

新築でも中古でもない
リノベーション住宅という新たな住まいの選択肢を提供

中古マンションをリノベーションした住まい

リノヴェックスマンション事業

データ分析による営業支援 IT 金融 財務戦略・ポートフォリオ戦略

リノベーション市場活性化の土台を構築

リノベーション・プラットフォーム構想

リノベ・開発による良質な不動産に活性化

アセット事業

住みながら売却という新たな資産活用

リースバック事業

良質な不動産を少額で資産運用

アセットシェアリング事業

資産としての不動産活用・運用の
ソリューション（解決方法）を提供

企業VISION
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（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2019年6月 1日～
2020年5月31日

2020年6月  1日～
2021年5月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 970 10,153
投資活動によるキャッシュ・フロー △1,816 △4,481
財務活動によるキャッシュ・フロー 493 △ 4,381
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △352 1,290
現金及び現金同等物の期首残高 5,044 4,691
現金及び現金同等物の当期末残高 4,691 5,982

当期の

1 2 3売上高 経常利益 自己資本比率

PO I N T PO I N T PO I N T

PO I N T

ホテル等宿泊事業の不振や販管費の増加（前
期比8.4％増）があったものの、リノヴェックス
マンション販売の利益率の改善、その他不動産
事業の利益押し上げにより、大幅増益（前期比
154.3％増）。

リノヴェックスマンションの販売件数が前期比
6.3％増で好調だったことに加え、リースバック
物件の信託受益権譲渡、アセットシェアリング
三軒茶屋の完売、六本木物件の売却等により
３期連続増収。

コロナ禍の影響に耐えうる財務体質の強化を
推進した結果、自己資本比率は前期比4.4ポイ
ント増の31.9％に上昇。

事業年度 6月1日から翌年5月31日まで

定時株主総会 毎年8月に開催いたします。

基準日 定時株主総会の議決権：5月31日
期末配当：5月31日
中間配当：11月30日
※ その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日    

公告方法 電子公告により行います。
ただし、電子公告によることができないやむを得ない事
由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：0120-232-711（通話料無料）

株主名 持株数
（株）

議決権比率
（％）

株式会社イーアライアンス 3,594,500 41.94

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 517,100 6.03

インテリックス従業員持株会 216,600 2.53

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 88,600 1.03

内藤 征吾 79,000 0.92

北沢産業株式会社 71,400 0.83

株式会社日本カストディ銀行（信託口5） 69,100 0.81

北川 順子 65,000 0.76

株式会社日本カストディ銀行（信託口1） 62,400 0.73

株式会社日本カストディ銀行（信託口6） 60,700 0.71

株式の状況

発行可能株式総数 1,750万株

発行済株式の総数 8,932,100株

株主数 5,422名

（注）議決権比率は、自己株式360,809株を控除し算出

連結損益計算書（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

大株主

役  員

代表取締役会長 山本　卓也 常勤監査役（社外） 大林　　彰

代表取締役社長 俊成　誠司 監査役 江幡　　寛

専務取締役 鶴田　豊彦 監査役（社外） 飯村　修也

取締役 滝川　智庸 執行役員 村松　淳弥

取締役 執行役員 小山　　俊 執行役員 中拂　一成

取締役 執行役員 相馬　宏昭 執行役員 平野　秀明

取締役（社外） 種市　和実 執行役員 能城　浩一

取締役（社外） 村木　徹太郎 執行役員 中　　伸雄

取締役（社外） 西名　武彦

会社概要

会社名 株式会社インテリックス
設立 1995年（平成7年）7月17日
所在地 〒150-0002

東京都渋谷区渋谷2-12-19
東建インターナショナルビル11F

上場市場 東証一部（証券コード 8940）
資本金 22億53百万円
代表者 代表取締役社長　俊成 誠司
従業員数 連結325名、単体234名
事業内容 不動産売買・不動産賃貸

不動産コンサルティング
免許番号 ［宅地建物取引業者免許］国土交通大臣（4） 第6392号

［不動産特定共同事業者許可］東京都知事 第97号
所属団体 一般社団法人 リノベーション協議会

公益社団法人 首都圏不動産公正取引協議会
一般社団法人 不動産流通経営協会
一般社団法人 全国住宅産業協会
一般社団法人 不動産証券化協会

営業拠点 渋谷・札幌・仙台・東京日本橋・横浜・名古屋・大阪・京都・広島・福岡
グループ
会社

株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックス住宅販売
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社 Intellex Funding
株式会社FLIE
株式会社インテリックスTEI

連結貸借対照表（要旨）
（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2020年5月31日現在 2021年5月31日現在

資産の部

流動資産 28,327 20,559
現金及び預金 4,947 6,215
たな卸資産 22,918 13,642
その他 461 701
固定資産 10,269 15,736
有形固定資産 8,711 13,667
無形固定資産 518 515
投資その他の資産 1,039 1,553
資産合計 38,596 36,296
負債の部

流動負債 17,698 15,610
短期借入金 11,659 8,451
1年内償還予定の社債 280 250
1年内返済予定の長期借入金 3,309 3,517 
その他 2,448 3,391
固定負債 10,262 9,098
社債 560 310
長期借入金 9,115 8,221
その他 587 567
負債合計 27,961 24,709
純資産の部

株主資本 10,609 11,578
その他の包括利益累計額 9 7
新株予約権 16 －
純資産合計 10,635 11,586 
負債純資産合計 38,596 36,296

株主メモ 

（単位：百万円）

科 目
前 期 当 期

2019年6月 1日～
2020年5月31日

2020年6月  1日～
2021年5月30日

売上高 37,863 41,074
売上原価 32,305 34,082
売上総利益 5,557 6,991
販売費及び一般管理費 4,448 4,820 
営業利益 1,108 2,170
営業外収益 41 94
営業外費用 392 338
経常利益 757 1,926
特別利益 66 31
特別損失 60 33
税金等調整前当期純利益 763 1,923
法人税等 240 796
親会社株主に帰属する当期純利益 522 1,127
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■リノヴェックスマンション販売戸数 ■親会社株主に帰属する当期純利益■売上高 ■自己資本比率■経常利益 ■1株当たり配当金

F i n a n c i a l  R e v i e w

数字で伝えるインテリックス

2021年5月31日現在
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